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Twitter利用者の震災後の不安と安心
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我々は，インターネット利用における安心について，社会科学的アプローチを用い，
不安から安心を考察する研究を行っている．2011年 3月 11日に発生した東日本大震
災は人々に様々な影響を与えた．それは安心や不安について改めて人々に考えさせる
こととなったであろう．そこで，我々は震災後のネットコミュニケーションの変容を
確認すべく，Twitter 利用者向けにアンケート調査をWeb 上で実施した．本論文で
は，主に安心と不安の点に着目し，結果と考察を述べる．

“Anshin” and anxieties of Twitter users after the 2011
off the Pacific coast of Tohoku Earthquake
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We are studying “Anshin” on the internet with social scientific approach and
we pay attention to the “anxiety” now because anxiety is clearer than “An-
shin.” We thought that the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake
made people reconsidered about “Anshin” and anxiety. In order to confirm
the change of network communication, we investigated for “Anshin” and anx-
ieties of Twitter at an internet questionnaire site. We show the result and
consideration about that.

1. は じ め に

今やインターネットを中心としたネットワークサービス・ネットワークコミュニケーショ
ンは，多くの人々にとって，日常生活になくてはならないものとなっており，すっかり生活
に根差したものとなっている．それらを「安心」して利用するにはどうしたらよいかについ
て，我々は研究テーマとして取り組んでいる．
我々は，心理的側面を考慮して社会科学的アプローチを採用し，「安心」や「不安」につい
て様々な調査・研究を行ってきた6)–23)．
その折，東日本大震災が日本を襲った．このような状況において研究者がなすべきこと
は，豊かな未来を切り開いていくための研究を行うことである．我々は，災害時には日常生
活では曖昧な認識であった安心を再認識するであろうこと，また多数発生したであろう不
安について整理すべきであることを念頭に，この大災害を逆に明日に活かすべく，インフラ
被災者に対して，いくつかの調査を実施した．その一つがWebアンケートによる首都圏全
体調査24) であり，その一つが本論文で取り上げる首都圏の Twitter利用者 200名に対する
Webアンケート調査である．震災後の意識調査としては既に様々な調査結果が出されてい
るが，本論文では Twitter利用における安心と不安を中心とした結果および考察を示すも
のである．
本論文の構成としては，第 2章において，既存調査について紹介した後，第 3章にて本
調査の概要について述べ，第 4章において，回答者像について述べた後，第 5章において，
地震がもたらした Twitter利用における変化の結果を示し，第 6章において，安心と不安
に関する結果と考察を示した後，第 7章にて結ぶものとする．

2. 既 存 調 査

東日本大震災に関しては様々な調査が行われており，総務省による平成 23年版情報通信
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白書1) 第 1部においては，インターネットで得られる情報として，「ソーシャルメディアの
情報 (18.3%)」が「インターネットの新聞社の情報 (18.6%, 第 6 位)」とほぼ並んで 7 位に
登場しており，ソーシャルメディアが震災情報の取得において，一定の役割を果たしていた
状況がうかがえるといった記述があり，Twitterなどのソーシャルメディアの重要性が言及
されている．また，「震災時における Twitterの活用状況について」というコラムも設けら
れ，Twitterに対する注目度の高さがうかがわれる．
ネットレイティングス (株) の調査2) によると，Twitter は地震発生週に前週と比べて

133%のアクセス増加率をみせており，Twitter・Facebook・mixiは，特定の地震関連コン
テンツが多く見られたというよりも，友人や家族の安否確認，地震に関する情報収集による
利用が盛んになったと考えられるとの見解が出されている．

(株)IMJモバイルによる調査3) によると，地震後の Twitter 利用開始のきっかけを尋ね
たところ，「友人，知人または家族による推奨」が 40%と地震前比 148%増加しており，地震
後の利用目的は「非常時の連絡手段」が地震前比 253%に達していている．このことから，
未利用者の利用動機の高まりにより，今後 Twitter の利用者数が急増することが示唆され
ていると考えられる，との記述や，地震発生当時の利用内容を尋ねたところ，最も回答が
多かったのは，Twitter が「情報収集」で 83.5%，Facebook は「友人，知人の状況確認」
56%となり，利用者がプラットフォーム別に利用内容を使い分けていることが明らかとなっ
た，との記述があり，後述の本調査結果と合致する結果と合致しない結果の両方が見られる．
一方，(株)モバイルマーケティング・ジャパンのネット調査4) において，東日本大震災時
にもっとも役立った情報源が何であったのかを聞いたところ，71.9％がテレビ番組と答え
たのに対して，SNS が役立ったと回答した人はわずか 5.0％にとどまることが判明したと
発表されたことに対し，Twitterユーザ から猛反発があった5)．しかしながら，最も役立っ
た情報源としては，サンプル数 2,000の我々の別のWebアンケート調査24) でも，Twitter

はあまり多い得票は得られなかった．

3. 調 査 概 要

我々は，東日本大震災におけるインフラ被災者に対して，いくつかの調査を実施した．そ
の一つが首都圏の Twitter利用者 200名に対するWebアンケート調査である．回答者のス
クリーニング条件は以下の通りであり，2011/09/08～09/15にスクリーニング調査を実施
し 1,448サンプルの有効回答を取得した．
• 東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県に在住

• 2011/03/11の地震発生前から Twitterを利用，または地震発生後から 2011/03/20ま
でに Twitterを利用開始

• 15才～59才
また，調査概要は以下の通り．
実査日 2011/09/16～9/26

調査方法 Webアンケート
回答者 スクリーニング条件に合致した 200 名 (内訳：15～19 才の男女各 12 名，20～50

代の男女各 22名)

主な質問内容は，Twitter利用回数の変化，呟き内容，リツイートの基準・不安，利用継
続意向，利用目的，フォロー相手の変化，役立った発言者，デマ対応，利用できると安心す
る通信手段・ネットサービス，Twiterがもたらす安心，不安の呟きと受けた対応，ハッシュ
タグに関する不安，ツイートによる他者への信頼度の変化，メディアの違いによる情報取得
度・役立ち度・理解度・信頼度などの大問 22問に加え，性別などのフェイスシート 7問と
した．

4. 回 答 者 像

本調査における回答者像は以下の通り．
• 平均年齢：36.9才
• 未婚者：54.5%, 既婚者 (配偶者あり)：41.0%, 既婚者 (配偶者と離別・死別)：4.5%

• 同居人数：自分を含めて平均 2.9名
• フルタイム勤務者：50.0%, パートタイム・アルバイト：12.0%, 専業主婦：9.0%, 学生・
生徒：20.5%

• 平日 1日の平均呟き回数：4.3回, 平日 1日の平均リツイート回数：1.5回
• 平均 Twitter利用開始時期：2010年 6月
また，地震発生前の呟き内容は表 1の通り (多重回答)であり，自分の近況やその時自分
が感じたことを呟く者が多かった．また，自分の知識の提供に関して大きな男女差が見られ
るとともに，未婚者または同居人がいる者の方が全体的な回答率が高かった．

5. 地震がもたらした Twitter利用における変化

5.1 利 用 回 数
地震発生前後における Twitterの利用回数については，「変化なし」が 62.9%と最も多く，
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表 1 地震発生前の呟き内容 (多重回答, 男女とも N=100)

項番 選択肢 回答率 (%)

1 自分の近況 42.5

2 その時々に自分が感じたこと 35.0

3 まわりの様子の報告 17.0

4 自分の知識の提供 8.0(男性：14.0, 女性：2.0)

5 自分の意見の表明 14.0

6 ニュースの引用 9.0

7 他人の意見の引用 5.0

「増えた」が 32.0%，「減った」が 5.1%であった (N=175)。増えた者の割合は二人以上暮ら
し (29.5%, N=132)よりも一人暮らし (39.5%, N=43)の方が高かった．一人暮らしの心細
さが呟く回数を増加させたことが予想される．

5.2 利用継続意向
Twitterの利用継続意向については，「当分の間，利用し続ける」が 80.5%と最も多く，「そ
ろそろ利用をやめようと思っている」が 7.0%，「わからない」が 12.5%であった．男女差は
「当分の間，利用し続ける」について，男性 77.0%，女性 84.0%(ともに N=100)と，女性
の方がやや高かった．

5.3 利 用 目 的
地震発生から 1週間のあいだ Twitterを利用した目的を聞いた結果 (多重回答)を表 2に
示す．安否確認に利用した者が最も多く (41.9%)，生活情報 (41.3%)・地震や津波の情報
(40.2%)・計画停電や電力供給の情報 (39.7%)・原発や放射能の情報 (34.6%) の取得が次
に多かった．自分の安否を公開する者も 20.7%存在し，安否確認と災害情報収集のために
Twitterを利用している者が目立った．なお，安否確認については，女性の方が積極的であ
るようであった．

5.4 フォロー相手
次に地震発生前からフォローしていた者・地震発生後に新たにフォローした者・地震発生後
にフォロー解除した者のそれぞれのジャンル別割合について，表 3に示す．元々のフォロー
相手は友人・知人が最も多く (49.5%)，地震発生後に新たに Twitterを利用開始した友人・
家族をフォローした者も多い (23.5%)．地震発生後には，為になる意見の発言者 (15.5%)や
為になる情報の転送者 (11.5%) を新たにフォローする者もいた．一方，地震発生後のフォ
ロー解除者は 20.0%程度ではあるが，その解除理由を表 4に示す．最も多かった理由はツ
イートが多すぎる (その結果，タイムラインが流れてしまう)(45.0%)であった．

表 2 地震発生後 1 週間の呟き目的 (多重回答, N=179(男性 87, 女性 92))

項番 選択肢 回答率 (%)

1 友人や家族の安否確認 41.9(男性 39.1, 女性 44.6)

2 自分の安否情報の公開 20.7(男性 16.1, 女性 25.0)

3 発生した地震や津波などの情報の取得 40.2

4 原発や放射能に関する情報の取得 34.6

5 生活情報の取得 41.3

6 計画停電や電力供給に関する情報の取得 39.7

7 震災や原発・放射能に関する他の人の意見の取得 26.3

8 被災地支援に関する情報の取得 21.2

9 交通情報に関する情報の取得 30.7

10 現地レポートとしての情報公開 11.7

11 震災や原発・放射能に関する自分の意見の表明 11.7

12 公式リツイートによる情報の伝搬 17.9

13 非公式リツイートによる情報の伝搬 7.3

14 議論 5.0

表 3 地震発生前後のフォロー相手と地震発生後のフォロー解除相手 (多重回答)

選択肢 発生前 (%) 発生後 (%) フォロー解除 (%)

公的機関 20.0 19.5 3.0

報道機関 18.5 - 2.0

全国的な報道機関 - 12.5 -

被災地のローカル報道機関 - 7.5 -

企業 25.5 - 4.5

家族 6.0 - -

友人・知人 49.5 - 3.0

Twitter を使うようになった友人や家族 - 23.0 -

専門家 - 11.0 0.5

タレント 28.5 13.5 6.5

政治家 12.5 7.0 1.5

その他有名人 26.0 11.5 3.0

その他一般の人 23.5 - 6.0

現地の情報を伝えてくれる人 - 9.0 -

為になると思われる情報を沢山リツイートしてくれる人 - 11.5 -

為になると思われる意見を出してくれる人 - 15.5 -

なし 13.0 41.0 80.0
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表 4 地震発生後のフォロー解除理由 (多重回答, N=40)

項番 選択肢 回答率 (%)

1 正しく伝えてくれないから 17.5

2 ツイートが多すぎるから 45.0

3 リツイートが多すぎるから 22.5

4 感情的なツイートをするから 15.0

5 納得できない意見をツイートするから 25.0

6 不快なツイートをするから 15.0

7 不快なリツイートが多いから 20.0

5.5 人への信頼度
また，人のツイートを見たことによる他人への信頼度の変化について，表 5に示す．信頼
度が下がった選択肢を一つでも選んだ者の割合は 51.4%であるのに対し，信頼度が上がった
選択肢を選んだ者の割合は 64.2%であり，ツイートの内容や頻度は信頼度の増減に影響を
持ち，信頼度が増加する方がやや多いことが判明した．信頼度が増加する原因の上位は，参
考になる意見 (27.4%)，有用な情報提供 (26.9%)，共感できる意見 (23.4%)であり，信頼度
が減少する原因の上位は，無差別リツイート (20.0%)，デマ発言 (15.4%)，デマのリツイー
ト (13.1%)であった．信頼度の増減では，ともにツイートの質が重要視されているが，信
頼度の減少には (リ)ツイートの量も影響しているようである．

表 5 ツイートによる信頼度増減 (多重回答, N=175)

項番 選択肢 回答率 (%)

1 デマを流したので，信頼度が下がった 15.4

2 デマをリツイートしたので，信頼度が下がった 13.1

3 逆切れなど感情的な発言をしたので，信頼度が下がった 6.9

4 ネガティブな発言を連発したので，信頼度が下がった 9.7

5 自分とは違う意見の発言をしたので，信頼度が下がった 4.0

6 なんでもかんでもリツイートしまくるので，信頼度が下がった 20.0

7 参考になる意見を訊けたので，信頼度が上がった 27.4

8 たくさんリツイートをしてくれるので，信頼度が上がった 4.6

9 有用な情報を提供してくれるので，信頼度が上がった 26.9

10 有用な情報だけをリツイートしてくれるので，信頼度が上がった 9.1

11 共感できる意見を聞けたので，信頼度が上がった 23.4

6. 安心と不安に関する結果と考察

6.1 利用可能状態がもたらす安心
地震発生後，使いたいときにいつでも使える状態にあると最も安心するコミュニケーショ
ン手段として得られた回答を表 6 に示す．何らかの通信手段が確保されていると安心する
と考えている者は 97.5%と大多数を占め，中でも携帯電話のメール (32.0%)・通話 (23.0%)

の需要が高い．それに続くのがインターネットであり，男性は PC接続，女性は携帯電話接
続の方が値が高い．既婚・未婚で分類すると，メールは既婚者が，インターネットと通話は
未婚者が多い．

表 6 使いたいときにいつでも使えると最も安心なコミュニケーション手段

項番 選択肢
回答率
(%)

男性
(N=100)

女性
(N=100)

未婚
(N=109)

既婚
(N=91)

1 携帯電話 (スマートフォン含む) のメール 32.0 29.0 35.0 24.8 40.7

2 パソコンのメール 7.0 4.0 10.0 5.5 8.8

3 携帯電話 (スマートフォン含む) でインターネット 15.0 10.0 20.0 18.3 11.0

4 パソコンでインターネット 15.5 24.0 7.0 18.3 12.1

5 固定電話の通話 3.5 2.0 5.0 3.7 3.3

6 携帯電話 (スマートフォン含む) の通話 23.0 27.0 19.0 23.9 22.0

7 インターネット電話 1.5 1.0 2.0 1.8 1.1

8 上記いずれの手段でも安心は得られない 2.5 3.0 2.0 3.7 1.1

次に，表 6において，「携帯電話 (スマートフォン含む)でインターネット」または「パソ
コンでインターネット」を選択した者に対して，使いたいときにいつでも使える状態にある
と最も安心するインターネットサービスを尋ねた結果を表 7に示す．全体的には，Twitter

などのミニブログとニュースサイトへの需要が高い (ともに 37.7%)．男女別に見ると，男性
はニュースサイトや電子掲示板を，女性はミニブログ (や SNS)を重要視しており，既婚・
未婚で分類すると，既婚者はニュースサイトを，未婚者はミニブログや SNSを重要視して
いる．

6.2 Twitterの利用がもたらす安心
地震発生から 1週間のあいだ，Twitterを利用することにより得られた安心ハッシュタグ
についてまとめたものを，表 8に示す．何らかの安心をした者が 78.0%存在し，Twitterの
利用は大多数に対して安心を与えていることが確認できた．特に女性の場合，87.0%の者が
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表 7 使いたいときにいつでも使えると最も安心なネットサービス (N=61)

項番 選択肢
回答率
(%)

男性
(N=34)

女性
(N=27)

未婚
(N=40)

既婚
(N=21)

1 ニュースサイト 37.7 41.2 33.3 30.0 52.4

2 Twitter などのミニブログ 37.7 23.5 55.6 40.0 33.3

3 mixi などの SNS 9.8 8.8 11.1 15.0 0.0

4 電子掲示板 8.2 14.7 0.0 7.5 9.5

5 ブログ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 USTREAM などのリアルタイム動画配信サイト 3.3 5.9 3.3 2.5 4.8

7 その他インターネットサービス 3.3 5.9 3.3 5.0 0.0

何らかの安心を覚えている．具体的な安心の原因をみると，必要な情報を取得できたこと
(32.5%) と安否が確認できたこと (23.0%) が上位であり，どちらも男性票より女性票の方
が割合が多い．Twitterは情報取得ツールや安否確認ツールとして，人々に安心を与えるこ
とに対して，ある程度有効であるものと思われる．

表 8 Twitter 利用がもたらす安心

項番 選択肢
回答率
(%)

男性
(N=100)

女性
(N=100)

1 友人や家族の安否を確認できたから，安心した 23.0 17.0 29.0

2 必要な情報を取得できたから，安心した 32.5 26.0 39.0

3

自分と同じ考えの人がいることがわかったから，
安心した 6.0 7.0 5.0

4

自分だけが持っている情報を発信することにより，
他人に貢献できたから，安心した 2.5 4.0 1.0

5

リツイートで情報を伝搬することにより，
他人に貢献できたから，安心した 1.5 2.0 1.0

6 有意義な議論ができたから，安心した 1.0 1.0 1.0

7

ツイートをすることで，ストレスを解消できたから，
安心した 1.0 0.0 2.0

8 なんとなく安心した 10.5 12.0 9.0

9 安心はしなかった 22.0 31.0 13.0

6.3 不安の呟きと反応がもたらす安心
地震発生から 1週間のあいだ，Twitterで呟いた不安の内容についてまとめたものを，表

9に示す．何らかの不安を呟いた者は 37.5%と支配的な値ではないものの十分大きな値であ
る．年代的には 20代が最も不安を呟いており，40代が最も不安を呟いていない．また，二

人以上で暮らしている者よりも一人暮らしの者の方が不安を呟いている．具体的な不安の
内容は電力不足・計画停電に関すること (17.0%)，余震や津波が恐ろしいこと (16.5%)，原
発や放射能に関すること (13.0%)が上位であり，自分の身の回りに関する脅威に反応して
いるようである．年代的には，それら上位 2位が最も不安なのは 20代であり，3位が最も
不安なのは 50代であり，脅威の内容によって不安に思う年代が異なっているようであった．
10代の者が最も不安なのは知人・家族の安否が不明なことであった．

表 9 呟いた不安の内容 (多重回答)

項
番 選択肢

回答率
(%)

10 代
(N=24)

20 代
(N=44)

30 代
(N=44)

40 代
(N=44)

50 代
(N=44)

一人暮らし
(N=47)

家族暮らし
(N=153)

1 知人・家族の安否が不明なこと 6.0 12.5 9.1 2.3 2.3 6.8 6.4 5.9

2 余震や津波が恐ろしいこと 16.5 20.8 27.3 13.6 13.6 9.1 25.5 13.7

3 生活物資が足りないこと 11.5 8.3 20.5 11.4 11.4 4.5 17.0 9.8

4 電力不足や計画停電に関すること 17.0 20.8 31.8 13.6 9.1 11.4 27.7 13.7

5 原子力発電所や放射能に関すること 13.0 12.5 11.4 13.6 6.8 20.5 14.9 12.4

6 孤立感 2.5 4.2 4.5 0.0 2.3 2.3 4.3 2.0

7 将来に関すること 7.5 8.3 9.1 9.1 6.8 4.5 8.5 7.2

8 何が起こっているかよくわからないこと 9.5 8.3 11.4 6.8 9.1 11.4 12.8 8.5

9 不安はつぶやいていない 62.5 62.5 52.3 59.1 72.7 65.9 51.1 66.0

次に，表 9において，何らかの不安を呟いた者 (N=75)を対象として，得られた不安呟
きに対する反応をまとめたものを表 10に示す．不安の呟きに対して，64.0%の何らかの反
応があり，そのほとんどが好意的なものであった．反応があったのは男性よりも女性の方が
多い．反応の上位は，「家族・友人・知人がなぐさめてくれた」(34.7%)，「不安を解消するよ
うな情報を提供してもらった」(25.3%)，「不安を解消するような意見をもらった」(18.7%)

である．上位 1位は女性の方が，2～3位は男性の方が割合が高い．また，上位 1位は一人
暮らしの者の方が，2～3位は二人以上で暮らしている者の方が割合が高い．女性や一人暮
らしの者は知り合いが気を使うのではないかと予想される．一方，男性については理性的に
根拠を示すべきと考えられているのではないかと考えられる．
そして，表 10において，なぐさめてもらったこと及び不安を解消するような情報・意見
をもらったことに対する安心の度合いをそれぞれまとめたものを表 11に示す．それぞれ安
心した者が大多数 (91.6%, 84.0%)であり，全く安心しなかった者は皆無であった．なぐさ
められて安心する割合は，既婚者よりも未婚者の方が高く，二人以上で暮らしている者より
も一人暮らしの者の方が高かった．一方，不安を解消するような情報・意見をもらって安心
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表 10 不安呟きに対する反応 (多重回答, N=75)

項
番 選択肢

回答率
(%)

男性
(N=35)

女性
(N=40)

一人暮らし
(N=23)

家族暮らし
(N=52)

1 家族・友人・知人がなぐさめてくれた 34.7 28.6 40.0 43.5 30.8

2 見知らぬ人がなぐさめてくれた 16.0 17.1 15.0 13.0 17.3

3 不安を解消するような情報を提供してもらった 25.3 28.6 22.5 17.4 28.8

4 不安を解消するような意見をもらった 18.7 22.9 15.0 13.0 21.2

5 否定的な発言をされた 5.3 5.7 5.0 4.3 5.8

6 引用・リツイートされて，晒し者にされた 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 反応はなかった 36.0 42.9 30.0 34.8 36.5

する割合も同様であり，さらに女性よりも男性の方が，割合が高かった．

表 11 不安呟きに対する反応に対する安心度合い

とても安心
した (%)

やや安心
した (%)

あまり安心
しなかった (%)

まったく安心
しなかった (%)

なぐさめられた (N=36) 22.2 69.4 8.3 0.0

内訳：男性 (N=14) 14.3 78.8 7.1 0.0

内訳：女性 (N=22) 27.3 63.6 9.1 0.0

内訳：未婚 (N=21) 23.8 76.2 0.0 0.0

内訳：既婚 (N=15) 20.0 60.0 20.0 0.0

内訳：一人暮らし (N=13) 15.4 84.6 0.0 0.0

内訳：家族暮らし (N=23) 26.1 60.9 13.0 0.0

不安を解消する情報・意見 (N=25) 8.0 76.0 16.0 0.0

内訳：男性 (N=13) 7.7 84.6 7.7 0.0

内訳：女性 (N=12) 8.3 66.7 25.0 0.0

内訳：未婚 (N=15) 13.3 86.7 0.0 0.0

内訳：既婚 (N=10) 0.0 60.0 40.0 0.0

内訳：一人暮らし (N=6) 0.0 100.0 0.0 0.0

内訳：家族暮らし (N=19) 10.5 68.4 16.0 0.0

6.4 ハッシュタグに関する不安
ハッシュタグに関する不安等についてまとめたものを，表 12に示す．ハッシュタグの普
及はまだまだであり，そのためか不安に思う者も少ないようであった．

6.5 リツイートに関する不安
リツイートにおける不安を分析する上で，どのような基準でリツイートするかどうか判断
するかについて尋ねた結果を表 13に示す．その基準は「なんとなく」が最も多い (28.0%)

表 12 ハッシュタグに関する不安等 (多重回答)

項番 選択肢 回答率 (%)

1 ハッシュタグとはなにか知らない 26.0

2 ハッシュタグは使っていない 51.0

3 情報発信時，新しくハッシュタグを作って，他の人が使ってくれるか不安だった 1.5

4 情報発信時，付けたハッシュタグが適切かどうか分からず，不安だった 2.0

5 自分で新しく作ったハッシュタグを多くの人が使ってくれて安心した 2.5

6 情報検索時，どのハッシュタグで検索すればよいのか分からず不安だった 2.0

7 新しいハッシュタグは乱立したが，自然と統一されていった 7.5

8 新しいハッシュタグは乱立したが，有力者の一声で統一されていった 2.5

9 新しいハッシュタグは乱立する一方だった 9.5

が，自ら基準を設けている中では，「内容が有用であると判断した」(22.5%)が最も多く，き
ちんと内容を把握した上でリツイートしている様子が分かる．また，それに続くのが「自分
に直接関連する事柄」(21.5%)であることから，他人であるフォロワーのためというよりは
自分のためにリツイートをしているようである．

表 13 リツイート基準 (多重回答)

項番 選択肢
回答率
(%)

1 自分に直接関係する事柄だから 21.5

2 自分に直接関係しないが，被災地の人が必要とする情報だから 10.5

3 よく知っている人のつぶやきだから 11.5

4 専門家のつぶやきだから 8.0

5 有名人のつぶやきだから 3.0

6 よく知っている人の引用／リツイートだから 8.0

7 専門家の引用／リツイートだから 4.5

8 有名人の引用／リツイートだから 2.0

9 リツイートしようとしているつぶやきの内容が有用であると判断したから 22.5

10 リツイートしようとしているつぶやきをした人の過去の発言を見て，信用できると判断したから 7.5

11 リツイートしようとしているつぶやきをした人のプロフィールを見て，信用できると判断したから 2.5

12 たくさんの人にリツイート／お気に入り登録されているから 2.5

13 リアルタイム検索をして，違う人が同じことを呟いているといったデマの可能性が低いから 0.0

14 なんとなく 28.0

15 その他 13.0

地震発生から 1週間のあいだ，震災に関するリツイートを行う際の不安についてまとめ
た結果を表 14に示す．不安を感じない者が 57.0%と過半数を超えているが，これは他人の

6 c© 2011 Information Processing Society of Japan

Vol.2011-SPT-2 No.3
2011/12/26



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

ためにリツイートを行なっているわけではないという意識から来ているのかもしれない．次
点は「なんとなく不安」(18.5%)であり，男性票よりも女性票の割合の方が多かった．この
ような理由を特定できない不安の場合，直接不安を解消することは難しいため，何故不安な
のかを自認できるような仕組みを整えるか，潜在的な原因をこちらで推定した上で，その原
因を改善する必要がある．これについてはより調査・分析を深めていきたい．一方，原因を
認識した上での不安としては，「自分が嘘の情報を拡散するかもしれない」(13.5%)と「自分
のフォロワーたちにとって，不要な情報かもしれない」(7.5%)が上位であり，いずれも女
性票よりも男性票の割合の方が多い．基本的にリツイート時に不安は感じないが，なんとな
くまたは相手に迷惑を掛けることに不安を抱いているようである．不安の原因を明確にする
こと・情報が嘘かどうか簡単に見分けられる仕組みを用意すること・フォロワーが反応しや
すい仕組みを用意することなどが不安の改善に有効であることが考えられる．

表 14 リツイート不安 (多重回答)

項
番 選択肢

回答率
(%)

男性
(N=100)

女性
(N=100)

一人暮らし
(N=47)

家族暮らし
(N=153)

1

自分が嘘の情報を拡散するかも
しれないから，不安だった 13.5 18.0 9.0 10.6 14.4

2

自分のフォロワーたちにとって，
不要な情報かもしれないから，不安だった 7.5 10.0 5.0 6.4 7.8

3

リツイートを多く流しすぎかも
しれないから，不安だった 5.5 5.0 6.0 8.5 4.6

4

フォロー解除やブロックをされる
かもしれないから，不安だった 2.5 4.0 1.0 0.0 3.3

5

無駄なことをしている気がするから，
不安だった 6.5 5.0 8.0 12.8 4.6

6 なんとなく不安だった 18.5 11.0 26.0 19.1 18.3

7 不安は感じなかった 57.0 63.0 51.0 55.3 57.5

7. お わ り に

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災が，人々にとって安心や不安について再認識
する契機となったであろうと考えた我々は，インフラ被災者に対して，いくつかの調査を
実施した．本論文では，震災後のネットコミュニケーションの変容を確認すべく実施した，
Twitter利用者向けWebアンケート調査について，主に安心と不安に着目した結果とその
考察について述べた．安心や不安に関して整理すると，1) 他のコミュニケーションメディ

アと比べ，Twitter などのミニブログがいつでも使えると最も安心する人間は 11.5%?1ほ
ど存在し【表 6,7】，2) Twitter の利用は情報取得や安否確認などに際して 78.0%(女性は
87.0%)の者に安心をもたらし【表 8】，3) 37.5%の者が主に自らの身の回りの脅威の不安
を呟き【表 9】，それに対して 58.7%の何らかの好意的な反応があり【表 10】，それら反応
により殆どの者が安心している【表 11】．一方，4) ハッシュタグの利用やリツイートに対
してあまり不安は感じていないことが判明した【表 12,14】．
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